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(57)【要約】
　本発明は、接触子とその接触子を有する電気コネクタ
に関する。この接触子は、弾性金属板からなる一体部品
のように形成されており、ベースフレーム部と、前記ベ
ースフレーム部によって予負荷が付与された状態で拘束
されるバネアーム部と、を備えている。前記ベースフレ
ームは、２つの側壁部を備え、各側壁部に、該側壁部が
配置された平面に形成されたストッパー突起が形成され
ている。前記バネアーム部には、互いに対向する突起が
形成されており、該突起は、それぞれストッパー突起に
よって押下されて適切な位置に拘束される。前記接触子
は、簡単な方法で製造することができると共に高い信頼
性を与える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一電気デバイスと第二電気デバイスとの間の電気的接続を形成するための接触子であ
って、
　前記第一電気デバイスに固定されるように形成された底壁部と、各々が前記底壁部の互
いに反対側に位置する側縁部から垂直に延在する２つの側壁部と、を有するベースフレー
ム部と、
　前記ベースフレーム部と一体的に形成され、後延部と、前記後延部から上方向に突出し
て前記第二電気デバイスによって押下されるように形成された接触部と、を有するバネア
ーム部と、
　を備えており、
　ストッパー突起が、各々の前記側壁部に形成されており、前記ストッパー突起が、前記
側壁部が配置された平面に位置し、
　前記後延部には、前記後延部の互いに反対側に位置する側縁部から外方向に延在する突
起が形成され、前記突起は前記ストッパー突起に係合して、前記接触部の移動範囲を制限
することを特徴とする接触子。
【請求項２】
　各々の前記側壁部に、前記側壁部の前方縁部の中間部分にノッチが形成されており、前
記ストッパー突起が前記ノッチと前記側壁部の前方縁部との間に形成されていることを特
徴とする請求項１に記載の接触子。
【請求項３】
　互いに反対側に位置する切欠が、前記前延部の後端部と前記底壁部の前記前端部との間
に形成されていることを特徴とする請求項１に記載の接触子。
【請求項４】
　前記前延部は波形状を有しており、前記屈曲部はアーチ形状を有していることを特徴と
する請求項１に記載の接触子。
【請求項５】
　前記前延部の幅及び前記屈曲部の幅がそれぞれ、前記ベースフレーム部の幅と実質的に
同等であり、前記接触部の幅が、前記ベースフレーム部の幅よりも小さく、前記後延部の
幅が、該後延部の前端から後端にかけて狭くなっていることを特徴とする請求項１に記載
の接触子。
【請求項６】
　前記接触部の垂直方向中心軸線は、長手方向における前記ベースフレーム部の垂直方向
中心軸線の前方側に位置していることを特徴とする請求項１に記載の接触子。
【請求項７】
　前記接触部は、上延部分及び接触部分を備えており、前記上延部分は前記後延部の後端
から上方向に延在し、前記接触部分は上向きに凸のアーチ形状を有し、前記接触部分の前
端は前記上延部分の上端に連結されていることを特徴とする請求項１に記載の接触子。
【請求項８】
　前記接触部は、前記接触部分の後端から下方向に延在する下延部分をさらに備えており
、該下延部の下端が、丸みのある形状又は鋭角形状を有すると共に前記ベースフレーム部
の内部に挿入されていることを特徴とする請求項７に記載の接触子。
【請求項９】
　前記バネアーム部が、前記底壁部の前端部から前方向に延在する前延部と、前記前延部
から上方向に延在して次いで後方向に向かって曲げられた屈曲部と、を有しており、
　前記後延部が、前記屈曲部から後方向に延在していることを特徴とする請求項１に記載
の接触子。
【請求項１０】
　前記突起が、それぞれストッパー突起によって押下されて適切な位置に拘束されること
を特徴とする請求項１に記載の接触子。
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【請求項１１】
　外装体と、該外装体の中に配置された１つ以上の請求項１に記載の接触体と、を備える
ことを特徴とする電気コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気的接続を形成するための接触子と１つ以上のこのような接触子を有する
電気コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　接触子を用いて電気的接続を構築する分野において、何種類かの接触子が知られている
。一例として、下記特許文献１には、電気コネクタ用の接触子が記載されており、その接
触子は、回路基板又は電気デバイスに半田付けされる半田付け部と、半田付け部の一部か
ら突設された一対の側壁部と、半田付け部の他の一部から延在し、次いで側壁部に向かっ
て折り曲げられたバネアーム部と、を備えている。バネアーム部の屈曲部分は、適合した
電気デバイスの対応する接触子に電気的に接続されるように形成された接触子の突出部分
に連設されている。前記した屈曲部分は、弾性的に押下され、側壁部の各々から内側にそ
れぞれ曲げられた一対の予備付加を加えられたアプリケーション部によって予圧が付与さ
れた状態で保持される。この接触子の予備付加を加えられたアプリケーション部は、側壁
部の対応部分を内側に曲げることによって形成されており、この結果、複雑な製造プロセ
スが必要となる。さらに、半田付け部の全体は水平に延ばされており、そして、バネアー
ム部は半田付け部から上方向に延在してそのとき後ろ向きに水平に曲げられるように形成
されている。この方法では、バネアーム部の垂直に延在する部分及び水平に曲げられた部
分と半田付け部とが組み合わされて略矩形状のフレームが形成される。そのようなフレー
ムは、理想的な構造ではない。なぜなら、電気デバイスの上に接触子が溶接され、接触子
の突出部分が、適合した電気デバイスによって押下されたとき、半田付け部がトルクを受
けやすく、半田付け部の前端部が前記電気デバイスから持ち上げられる傾向があるためで
ある。したがって、使用してから一定期間が経過すると、接触子の溶接部の状態が劣化す
ることがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許第７１３１８７５号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、簡易な構造で製造が容易な接触子に関する従来技術において存在する上記し
た課題を克服することを目的としている。さらに、本発明に係る接触子は、確実な電気的
接続だけでなく堅固な機械的結合をももたらすことができる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この目的を達成するために、本発明の１つの態様として、第一電気デバイスと第二電気
デバイスとの間の電気的接続を形成するための接触子を提供しており、この接触子は、弾
性金属材料の板材からなる一体部品として形成されている。
【０００６】
　前記した接触子は、平らな底壁部と、各々が前記底壁部の互いに反対側に位置する側縁
部から垂直に延在する２つの側壁部と、を有するベースフレーム部を備え、前記底壁部は
、前記第一電気デバイスに固定されるように形成されている。
【０００７】
　また、前記した接触子は、前記ベースフレーム部と一体的に形成されているとともに、
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前記ベースフレーム部によって予負荷が付与された状態で拘束されるバネアーム部を備え
ている。前記したバネアーム部は、前記底壁部の前端部から前方向に延在する前延部と、
前記前延部から上方向に延在して次に後方向に向かって曲げられた屈曲部と、前記屈曲部
から前記ベースフレーム部の内部に向かって後方向に延在する後延部と、前記後延部から
上方向に突出するとともに前記第二電気デバイスによって押下されるように形成された接
触部と、を有している。ストッパー突起は、各側壁部の前方上部に形成されており、前記
ストッパー突起は、前記側壁部が配置された平面と同一面に位置し、そして、前記後延部
の後端部には、前記後延部の互いに反対側に位置する側縁部から外側に延在する突起が形
成されている。前記突起は前記ストッパーに係合して、前記接触部の移動範囲を制限する
。また、前記突起は、それぞれストッパー突起によって押下されて適切な位置に拘束され
る。
【０００８】
　一つの実施形態において、各側壁部には、前記側壁部の前方縁部の中間部分にノッチが
形成されており、前記ストッパー突起が前記アンダーカットと前記側壁部の前方縁部との
間に形成されている。
【０００９】
　他の実施形態において、互いに反対側に位置する切欠が、前記前延部の後端部と前記底
壁部の前端部との間に形成されている。
【００１０】
　もう一つの実施形態において、前記前延部は波形状を有しており、そして、前記屈曲部
はアーチ形状を有している。
【００１１】
　さらに他の実施形態において、前記前延部の幅及び前記屈曲部の幅はそれぞれ、前記ベ
ースフレーム部の幅と実質的に同等であり、前記接触部の幅は、前記ベースフレーム部の
幅よりも小さく、前記後延部の幅は、該後延部の前端から後端にかけて狭くなっている。
【００１２】
　また他の実施形態において、前記接触部の垂直方向中心軸線は、長手方向における前記
ベースフレーム部の垂直方向中心軸線の前方側に位置している。
【００１３】
　さらなる実施形態において、前記接触部は、上延部分及び接触部分を備えており、前記
上延部分は前記後延部の後端から上方向に延在し、前記接触部分は上向きに凸のアーチ形
状となっており、前記接触部分の前端は前記上延部分の上端に連結されている。
【００１４】
　他の実施形態において、前記接触部は下延部をさらに備え、この下延部は前記接触部分
の後端から下方向に延在しており、前記下延部の下端が、前記丸みのある形状又は先の尖
った形状を有していると共に前記ベースフレーム部の内部に挿入されている。
【００１５】
　また、本発明は、外装体と、該外装体の中に配置された１つ以上の上記接触体と、を備
えた電気コネクタを提供するものである。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、各ストッパー突起は、対応する前記側壁部が配置された平面に位置し
、これにより、ストッパー突起は、一度のプレス加工工程によって側壁部と併せて形成す
ることができる。したがって、製造が簡易化される。さらに、バネアーム部は、予負荷が
付与された位置に保持されており、これにより、前記接触部が押下されたとき、前記接触
部から受ける押す力が、一定のレベル以上に保持される。このように、２つの電気デバイ
スの間で確実な電気的接続を構築することができる。さらに、前記接触部の受力点は、前
記ベースフレーム部の垂直方向の中心軸線の前方側に位置する。この状態では、前記接触
部が押下されたとき、底壁部の前端部を持ち上げようとするトルクは、下方向への押す力
によっては生じない。結果として、底壁部は、第一電気デバイスに堅固に取り付けられ、
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第一電気デバイスから分離されることはない。
【００１７】
　したがって、本発明に係る接触子及び電気コネクタによれば、簡単な方法で製造するこ
とができると共に高い信頼性を与える。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、発明の最良の実施形態である接触子の斜視図であり、電気的接続を形成
した状態を示している。
【図２】図２は、本発明に係る接触子の斜視図である。
【図３】図３は、本発明に係る接触子の異なる角度から見た斜視図である。
【図４】図４は、本発明に係る接触子の平面図である。
【図５】図５は、本発明に係る接触子の右側面図である。
【図６】図６は、本発明に係る接触子の前面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明に係る電気接続を構築する接触子の最良の実施形態について、図面を参照
して説明する。
【００２０】
　図１に示すように、本発明の最良の実施形態である接触子１００は、第一電気デバイス
１と第二電気デバイス２との間の電気的接続を構築するために使用される。接触子１００
は、弾性金属シートによって製作された一体部品である。接触子１００は、使用するとき
、第一電気デバイス１に固定され、そして、第二電気デバイス２によって弾性的に押下可
能とされていて、第二電気デバイス２の電気接触子に確実に接続され、これにより、第一
電気デバイスと第二電気デバイスとの間で電気的接続を構築する。第一電気デバイス１及
び第二電気デバイス２は、それぞれプリント回路基板や電気コネクタ等とすることができ
る。
【００２１】
　図２～図６にさらに接触子１００の細部を示す。一般に、接触子１００は、ベースフレ
ーム部１０及びバネアーム部２０を備えており、それらは互いに一体化されている。
【００２２】
　ベースフレーム部１０は、略矩形状の平らな底壁部１２及び例えば略矩形状の２つの側
壁部１４を備えており、これら２つの側壁部１４は、底壁部１２の長い方の対辺から底壁
部１２に対して垂直に延在している。底壁部１２及び側壁部１４が、ベースユニット１０
を略直方体状の箱形状に形作る。バネアーム部２０は、底壁部１２の前端部に一体的に連
結されており、底壁部１２の前端部から延在する前延部２２と、前延部２２から上方向に
延在して次に後方向に向かって曲がる屈曲部２４と、屈曲部２４からベースフレーム部１
０の内部に向かって延在する後延部２６と、後延部２６から上方向に延在する接触部２８
と、を備えている。
【００２３】
　バネアーム部２０は、一般に、垂直方向に弾性を有している。この明細書においては、
「鉛直方向」は、底壁部１２が水平方向に沿って横たわっているときに、底壁部１２に対
して垂直な方向と定義する。このような状態では、前方向が、前延部２２が底壁部１２か
ら延在する方向と定義され、一方、後方向が、後延部２６が屈曲部２４からベースフレー
ム部１０に向かって延在する方向と定義される。
【００２４】
　このように、接触部２８が、ベースフレーム部１０に対して相対的に上方向及び下方向
に移動可能であり、第二電気デバイス２により、バネアーム部２０の上向きの弾性力に抵
抗して押下可能となっている。バネアーム部２０の弾性特性をもって、接触部２８と、第
二電気デバイス２の対応する接続素子と、の間で確実な電気的接続を構築することができ
る。
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【００２５】
　ベースフレーム部１０の底壁部１２は、表面実装技術（ＳＭＴ）又はその同等のものに
よって、第一電気デバイス１に堅固に取り付けられており、ワイヤ又は第一電気デバイス
１の接続素子に電気的に接続されている。一例として、底壁部１２は、例えばリベットや
ネジなどの機械的な締め付け構造によって第一電気デバイス１に締め付けることが可能で
ある。もう１つの例として、底壁部１２を第一電気デバイス１に半田付けすることも可能
である。
【００２６】
　接触部２８が第二電気デバイス２に接続されていないか又は押下されていないときに、
接触部２８を限られた所定の高さ又は所定の移動範囲の中で保持するため、接触子１００
は予負荷抑制構造を備える。本実施形態では、予負荷抑制構造は、ベースフレーム部１０
及びバネアーム部２０に設けられた係合機構（engaging features）によって形成されて
いる。
【００２７】
　図に示すように、ベースフレーム部１０における係合機構は、各側壁部１４に形成され
たストッパー突起１８を備えている。ストッパー突起１８は、側壁部１４の前方部分の素
材の一部を切り取ることで形成されている。この部分切り取りによって側壁部にノッチ１
６が形成される。このように、ストッパー突起１８は、側壁部１４の前方部分の上部に形
成され、側壁部１４の平面に位置する。これ以上の曲げ加工工程をしないで、ストッパー
突起と側壁部との両方を一度のプレス工程によって形成することができるので、製造プロ
セスを簡易化することができる。
【００２８】
　バネアーム部２０における係合機構は、後延部２６の後端部の対辺の一方又は両方から
横方向に延在する１つ以上の突起３０を備えている。後延部２６は、後方向に延在してお
り、ベースフレーム部１０の前端に隣接したベースフレーム部１０の内部に挿入されてい
る。このように、突起３０は、それぞれストッパー突起１８に対向する位置に配置されて
いる。したがって、突起３０がストッパー突起１８に係合し、それにより、接触部２８の
移動範囲が制限される。また、ストッパー突起１８は、突起３０の上に下向きの圧力を加
えることができ、それにより、ストッパー突起１８の下で突起３０が拘束され、これによ
って、予負荷が付与された状態でバネアーム部２０が拘束される。
【００２９】
　ベースフレーム部１０は、底壁部１２と側壁部１４とによって形作られた直方体状のフ
レームである。したがって、接触子１００が弾性金属シートによって形成されているにも
ままわらず、底壁部１２は、側壁部１４によって強化され、高剛性を有し、実質的に弾性
変形しない。剛体の底壁部１２と弾性体のバネアーム部２０との間で良好な遷移をもたら
すために、前延部２２の後端と底壁部１２の前端との間にノッチ３２が形成されている。
このように、バネアーム部２０は、底壁部１２から一旦離れて延在すると、弾性をもたら
す。さらに、バネアーム部２０の動作と接触部２８の移動は、底壁部１２への影響がほと
んどない。
【００３０】
　前延部２２は、概ね前方向に向かって波形状に延在しており、例えば、はじめに上向き
に曲げられ、次に下向きに曲がり、次に再び上向きに曲げられる。屈曲部２４は、概ねア
ーチ形状になっており、はじめに上方向に延在して次に曲がって後方向に延在する。前延
部２２と屈曲部２４の形状の組み合わせによって、バネアーム部２０が所望の弾性と機械
的強度を有する。
【００３１】
　前延部２２の幅及び屈曲部２４の幅はそれぞれ、ベースフレーム部１０の幅と実質的に
同じである。接触部２８は、押下されたとき、部分的にベースフレーム部１０の内部に配
置される。このため、接触部２８の幅は、側壁部１４間の隙間よりも小さく、それ故に、
前延部２２の幅及び屈曲部２４の幅よりも小さい。後延部２６は、屈曲部２４から接触部
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２８にかけて隣接し、前端が幅広であって後端が幅狭であり、すなわち、略台形状になっ
ている。
【００３２】
　接触部２８には、上延部分２８ａと接触部分２８ｂと下延部分２８ｃとがこの順番で備
えられている。上延部分２８ａは、後延部２６の後端から上方向に延在している。接触部
分２８ｂは、上向きに凸のアーチ形状（例えば半円形状等）となっており、接触部分２８
ｂの前端は、上延部分２８ａの上端に連結されている。下延部分２８ｃは、接触部分２８
ｂの後端から下方向に延在している。接触部分２８ｂは、第二電気デバイス２の電気接触
子によって押下されるように形成されている。下延部分２８ｃは、丸みのある形状又は鋭
角形状を有する下端を有し、そして、ベースフレーム部１０の内部に挿入されるように形
成されており、接触部２８がベースフレーム部１０によって阻止されないことによって、
接触部２８の案内された下方への動きを容易化している。しかしながら、下延部分２８ｃ
は、必ずしも必要ではない。
【００３３】
　突起３０がストッパー突起１８によって拘束されたとき、バネアーム部２０に予負荷が
付与された状態にある。この状態では、後延部２６が底壁部１２に対して実質的に平行な
位置にある。図６は、この状態のさらなる細部を示している。
【００３４】
　バネアーム部２０は予負荷が付与された状態に保持されているので、接触部２８が押下
されたときに接触子２８の上に加わる下向きの圧力又は押す力が所定の水準よりも大きく
なり、この力が接触部を第二電気デバイス２と接触させる。このように、第一電気デバイ
ス１と第二電気デバイス２との間に確実な電気的接続を構築することができる。
【００３５】
　また、図６からも分かるとおり、接触部２８は、垂直方向中心軸線Ｘに対して概ね対称
の形状有するか、或いは、少なくとも接触部分２８ｂが垂直方向中心軸線Ｘに対して概ね
対称の形状を有している。接触部２８（又は接触部分２８ｂ）の垂直方向中心軸線Ｘは、
通常、接触部２８の受圧点を通じて延在することができ、ベースフレーム部１０（又は底
壁部１２）の垂直方向中心軸線Ｙの前方側に位置する。結果として、接触部２８が押下さ
れたとき、垂直中心軸線Ｘに沿ってかけられた下向きの圧力は、底壁部１２を持ち上げよ
うとする底壁部１２の前端におけるトルクを生じさせることがない。したがって、底壁部
１２は、第一電気デバイス１に堅固に取り付けられ、使用中に第一電気デバイス１から簡
単に分離されなくなる。
【００３６】
　前記した接触子１００の製造時に、接触子の様々な部分を持った平らなブランクは、弾
性金属シートをプレス加工して作られるバネアーム部２０の様々な曲げ部は、後続の１以
上の曲げ加工工程で形成される。次いで、接触部２８又は後延部２６が押下され、これに
よってストッパー突起１８によって拘束される際に、突起３０は拘束された突起の最終位
置よりも若干低い位置に至る。その後、側壁部１４を形成するための部分が、底壁部１２
から上方側に向かって底壁部１２に対して垂直に曲げられる。次の工程では、接触部２８
又は後延部２６が解放され、これにより後延部２６が弾性力によって突起３０がストッパ
ー突起１８に係合するまで移動する。
【００３７】
　もう一つの方法としては、接触部２８又は後延部２６を押下する前に、側壁部１４を形
成する部分を底壁部１２から上方側に向かって底壁部１２に対して垂直に曲げ、そして、
突起３０の進入を許す程度まで側壁部１４の上端縁部を外側に向かって弾性的に折り曲げ
る。その後、接触部２８又は後延部２６を押下し、これによって突起３０は、ストッパー
突起１８による拘束時に、拘束された突起の最終位置よりも若干低い位置に至る。その後
、側壁部１４の上端縁部を解放し、ストッパー突起１８を弾性によって元の位置に戻して
、突起３０に係合させる。
【００３８】
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　本発明の他の態様としては、電気コネクタの外装体の中に配置された１つ以上の上記の
ような接触子１００を備えた電気コネクタを提供するものがある。
【００３９】
　以上に好ましい実施形態を参照して本発明を説明した。しかし、本発明は、ここに記載
された特定の実施形態の範囲に限定されるものではない。実際には、発明の多様な変更は
、ここに記載された実施形態に加えて、前述の記載及び添付図面に基づいて当業者に明ら
かになる。そのような変更が、特許請求の範囲の中に含まれることを意図している。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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